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研究成果の概要（和文）：新型インフルエンザや口蹄疫などの疫病蔓延時や脱線事故のような危機発生時の災害報道の
あり方が人々の不安やリスク認知に与える影響について吟味した。そのために本研究ではマスコミの非難対象の変遷に
関するモデル（波紋モデル）を構成し、さらに精緻化した。波紋モデルとはマスコミの攻撃対象が時間経過に従って中
心（直接の当事者）から離れ、職場の同僚、システム、管理者、行政当局、国家、社会というように波紋を描きながら
拡散して行くプロセスを記述するものである。このモデル精緻化するために、アーカイブデータ（新聞記事など）と質
問紙調査を組み合わせて分析するとともに、報道頻数に関するシミュレーション実験も行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the present studies investigates the effects of ways of mass medias
' reporting concerning epidemic(e.g. spread of flu, foot and mouse disease) or catastrophe (e.g. derailmen
t) on audiences' anxiety and risk perception. In order to overview these phenomenon, we built and elaborat
e a wave pattern model to explain transitions of medias' targets of blame.  According to wave pattern mode
l, the medias' targets of blame initially directed at man in charge, followed by co-worker, system, manage
r, administrative authority, country, and society. To elaborate the model, we analyzed archive data (e.g. 
newspaper stories) and investigated participants' response of questionnaire. Furthermore we conducted expe
riment to simulate medias' reporting frequency.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
災害や事故で多数の死傷者が発生した場合、
責任所在のターゲットとして最も選択され
やすく、また人々のフラストレーションを解
消しやすいのは特定の人や組織集団である。
次々にマスコミの攻撃対象が変遷すること
は JR 福知山線の脱線転覆事故でも明らかで
ある。この事故では非難の対象が運転手、車
掌、慰安旅行やボウリング大会に参加した社
員、事故当日夜の酒宴に参加した代議士、暴
走行為をした社員、社員を殴った乗客、JR に
寿司の代金を要求したマンション住民、JR 
を糾弾した新聞記者、過密ダイヤを作った JR 
当局、それに社会の風潮等々があって、枚挙
の暇もないほどだった。このような危機事態
におけるマスコミの攻撃対象の変遷に関し
ては、米国で 2～3 の研究(例えば、Veltfort 
ら)が行われている。しかし報道の変遷とそれ
が受け手の認識に与える影響に関しては、代
表研究者らの研究を除いては殆ど行われて
いない。さらに、危機事態の集団に対して、
伝達する情報の手段や言語表現をいかにす
べきかを明らかにした研究も殆どない。 
 代表研究者らはこのようなマスコミ報道
と報道する側のステレオタイプやスケープ
ゴーティングの関係についてこれまで下記
のような事項について検討してきた。 (1) 
2005 年 4 月 25 日に発生した JR 福知山線
脱線事故に関連するマスコミ報道を題材と
して非難対象の変遷について分析した。具体
的には、事故報道において非難される対象が
変遷する過程、そしてそれぞれに対する非難
量（記事数・非難程度）の変動を調べた。分
析の結果、非難記事の対象として最初は運転
士や車掌のような個人が多く取り上げられ
るが、次に JR 西日本（会社）がターゲット
となり、それから国土交通省・政府、日本の
文化や社会と変遷していくような傾向が見
られた。 
 (2) JR 事故以外の事件（例えば、O157 や
SARSなどの感染症の問題）も取り上げた。
事件事故の種類により、被害者数や被害者の
種類、加害者、発生日時・時間帯、性質は大
きく異なる。それにより事件事故の種類によ
り攻撃対象の種類やプロセスが異なるのか
否かについて検討した。その結果、感染症の
場合も攻撃対象の変遷が見いだされたが、事
故ほどは明確ではなかった。 
 (3) 記事量の変動がもたらす記憶や認知の
バイアスにより、スケープゴートがあたかも
変遷しているようなイメージをもたらして
いる可能性がある。そこでこのようなスケー
プゴート変遷のイメージが生じる原因につ
いて検討するために刺激（無意味綴り）提示
頻数の時系列変化が主観的判断に及ぼす影
響について実験をおこなった。実験の結果、
刺激提示パターン（最高頻度出現時）が一致
していても、高頻度提示語は主観的頻度判断
のピークが最も早く現れ、その後急激に減衰
することがわかった。一方、低頻度提示語は

主観的頻度判断のピークが最も遅く現れ、そ
の後減衰せずむしろ増加することが明らか
になった。このような認知的バイアスがスケ
ープゴートの変遷のイメージの背後にある
ことが示唆された。 
 しかしながら、上記の研究では、事件や事
故が人々に与える衝撃の程度、それから受け
手の特性や感情状態がマスコミの非難対象
に対する認知にいかに影響するかについて
明らかにされていない。またこれまで新聞内
容の読み取りと分類は主として手作業で行
っていたので、分析に限界があった。これを
機械化して多数の事例を分析し、研究結果の
一般化を図る。さらにアーカイブデータ（新
聞記事など）と質問紙調査を組み合わせて分
析することにより、災害報道に対する人々の
リスク認知やその歪みを明らかにする。 
 
２．研究の目的 
 1、攻撃対象がネガティブな情動を喚起す
るような対象の場合とそうでない場合では
攻撃対象の変遷過程が異なるのか否かにつ
いて明らかにすることを試みる。事件が悲惨
で衝撃的な場合は特定の対象に対する攻撃
頻数も、また選択される攻撃対象数も、変遷
頻度も多くなると考えられる。このことを、
情動を喚起するような映像を使用した実験
によって確認する。2、受け手の特性や感情
状態がマスコミの攻撃対象に対する原因帰
属にどのように影響するのかを明らかにす
る。非難対象への攻撃に情動発散が関連して
いるとすれば、ネガティブな情動を抱える人
は、スケープゴートを非難する報道記事をよ
り有用なものとして認知することが考えら
れる。人は妬みを感じる対象の不幸に喜びを
感じる傾向があることが生理学的に明らか
にされている。そこからネガティブな情動を
多く持っている人は非難報道をよりポジテ
ィブに受け取っていることも考えられる。3、
これまでの研究により事件の特質によって
スケープゴーティングプロセスに差異があ
ることが示唆された。したがって、一般的な
知見を得るためには、より多くの事件に関す
る報道を検討することが必要である。ところ
が、新聞等の記事をコーダーが直接分類する
従来の方法は、負担が大きく、複数の事件を
扱うには限界があった。また、人が非難の程
度を解釈することから、コーダー間での一致
性に課題があった。記事分類の信頼性の確保
と分類に要する労力の削減を目標に、テキス
トマイニングソフトを用いた機械分析を試
みる。4、災害報道が人々のリスク認知にど
のように影響しているかについて分析する。
そのために質問紙調査を行う。 
 本研究の究極の目的はマスコミの災害報
道のあり方とその影響に関する現象をモデ
ル化して、それを説明予測することである。
代表研究者らはマスコミの非難対象の変遷
を波紋の拡散としてモデル化できると考え
ている。このモデルでは質と量の両面を考慮



する。量に関して、事件直後にはその衝撃に
よって大きな波紋が発生する。振幅の大きさ
は攻撃エネルギーの量であり新聞記事の数
に反映される。時間が経過するに従って振幅
は次第に低下する。ただし、1 週間、1 カ月
といった記念日的な日や新たな手がかりが
発見された場合、記事数が若干増減する。そ
して他の大きな事件が発生するとそのエネ
ルギーによって消滅することになる。質に関
しては攻撃対象の変遷について言及する。波
紋の中心に近い所ではそのエネルギーが狭
い範囲（個人＝攻撃対象人物）に集中する。
しかし時間経過に従って中心から離れ、職場
の同僚、システム、管理者、行政当局、社会、
国家というように拡散して行く。それととも
に 1 件当たりの攻撃エネルギーは低下する。
あるレベルまで低下すれば新聞記事として
掲載されることはなくなる。このモデルをさ
らに精緻化するためには、本研究を実施する
ことにより、災害の種類や受け手の特性、報
道と人々の主観的認知の関連について分析
する必要がある。 
 
３．研究の方法 
 (1)情動刺激が記憶バイアスに及ぼす影響
を検討するために、攻撃対象がネガティブな
情動を喚起するような対象の場合とそうで
ない場合では攻撃対象の変遷過程が異なる
のか否かについて明らかにする実験を行っ
た。具体的には 6種類の刺激（写真）が繰り
返し（1枚あたり 2秒間）20 分間スクリーン
上に提示された。中性刺激 (N) はスプーン、
ティッシュペーパー、皿、不快刺激 (U) は
乳がん、嘔吐する男、歯が欠けた顔であった。
提示スケジュールは HF (高頻度)と LF (低頻
度)であった。HF については提示頻度が時間
経過に伴って急激に増加し、実験開始 2分後
にはピーク（1分間当り 60 回）に達し、それ
から徐々に低下した。LF については提示頻度
が徐々に増加し、実験開始 2分後にはピーク
（1 分間当り 6 回）に達し、それから徐々に
低下した。HF の提示回数は 458 回、LF は 53
回であった。これらの写真は提示スケジュー
ルに従って組み合わされ、1 回当たり（2 秒
間）の提示枚数は最大 3枚、少ない場合は提
示なし（空白画面）であった。提示終了後、
実験参加者はそれぞれの写真の提示回数を
思い出し、方眼紙に 1分毎の提示回数を時間
経過に従ってプロットするように要請され
た。 
 (2)受け手の特性や感情状態がマスコミの
攻撃対象に対する原因帰属にどのように影
響するのかを明らかにした。具体的には毎日
新聞の JR 福知山線脱線事故に関する新聞記
事とその記事内容の説明文を映写し、調査者
がその説明文を読み上げた。その際、事故に
関わった当事者（運転士など）の記事、それ
から現場には居たものの事故発生とは直接
の関連を持たなかった者（同乗の救助作業に
参加しなかった運転士）の記事、そして事故

後にその行動が問題になった者（事故後懇親
会に参加した国会議員など）の記事などが提
示された。調査参加者は、その映像を見なが
ら、手元の回答用紙に回答を行った。回答の
内容は、各記事の非難対象について、1）事
故の原因になった程度、2）事故に対する責
任の程度、3）どの程度の非難を受けるべき
かについて判断を求めるものであった。それ
から個人の情動状態を測定するために、自尊
感情尺度、仮想的有能感（他者を軽視するこ
とによる主観的有能感）尺度を用いた。 
 (3)マスコミの攻撃対象の変遷過程を明ら
かにするためにコンピュータによる機械分
析を試みた。使用したソフトは spss text 
analysis for survey 3.0 であった。そして
分析対象はJR福知山線脱線事故発生日、2005
年 4月 25 日から 7月 25日までの朝刊と夕刊
の記事のうち、キーワードに「JR」が含まれ
る記事 1099 記事であった。なお、記事の抽
出には、毎日新聞の記事データベース
「CD-5yrs. 毎日新聞 2001-2005」を用いた。
われわれはこれまで、何らかの対象を非難し
ている記事を「非難」記事と「非難＋感情評
価」記事とに分類し、非難の程度を 2段階に
分けてきた。第１研究では、それに対応して、
強い非難記事とそうでない非難記事とを抽
出することを試みた。強い非難記事すなわち
「非難＋感情評価」記事を抽出するキーワー
ドとしては「問題」、「責任」、「怒」、「不適切」
を選択し、それぞれが含まれる記事を抽出し
た。通常の非難記事を抽出するキーワードと
しては、「原因」、「可能性」、「背景」を選択
し、記事を抽出した。第 2研究では分析の精
度を上げることを意図して、記事を句点で区
切り、1 文単位にした。その結果、16989 文
が分析対象となった。分析ソフトによる感性
分析を用いたキーワード抽出を行った。その
後、出現頻度が高かった名詞を、「JR 西日本」、
「被害者・遺族」、「運行環境」、「運転士」、「社
長」のカテゴリーにまとめた。また、ネガテ
ィブな感情表現についても同様の手続で「悲
しみ・ショック」、「批判・非難・怒り」、「恐
怖・苦しみ」、「不安」、「遺憾・無念」、「激励」
のカテゴリーにまとめた。 
 (4)災害報道が人々のリスク認知にどのよ
うに影響しているかについて分析した。具体
的にはスーパーに野菜を買いに行ったとこ
ろ、福島県と岡山県という 2つの産地の野菜
が、同価格で売られていたという条件で、ど
ちらの野菜を買うかを尋ねた。その際、「自
分ならどちらを買うか」に加えて「多くの人
は、どちらを買うと思うか」についても尋ね
た。福島県産の野菜には、4 つの異なるメッ
セージがイラストの横に記載されていて、4
条件間でメッセージの効果を比較できるよ
うにした。メッセージは次のようなものだっ
た。①頑張ろう FUKUSHIMA!!、②福島県では
主な産地において定期的にサンプリングし
て放射性物質を測定し、暫定規制値を下回っ
ていることを確認して出荷しています、③こ



のスーパーでは、すべての野菜の放射性物質
を測定し、暫定規制値を下回っていることを
確認して販売しています、④メッセージなし。
それから情報媒体との接触度によって、産地
に対する選好が変化するか否かを検討する
ために、新聞、TV、Twitter 等のネット情報
それぞれに対する震災関連での接触頻度を
尋ねた。 
 
４．研究成果 
(1)研究方法(1)に関する結果 
 図 1は横軸に時間経過、縦軸に頻度評価を
とりプロットしたものである。図 1に示され
ているように、1）U-HF と N-HF の認知頻度は
殆ど同じであった。高頻度の場合は不快刺激
と中性刺激の頻度判断は殆ど同じであった。
2）一方 U-LF は N-LF よりも高い評定値を示
した。刺激の情動価が頻度認知に与える影響
は低頻度条件でのみで生起することが明ら
かになった。3）LF の認知頻度のピークは HF
よりも後ろにズレることが示された。頻度認
知とそのピーク認知にバイアスがあること
をこの実験結果も示している。本実験の主な
結果は、不快刺激（嫌悪刺激）が頻度認知に
影響することが明確になったことである。ネ
ガティブな情動を喚起する対象は低頻度刺
激を過大視させるのである。 

  
(2)研究方法(2)に関する結果 
 事故列車の運転士に対しては、因果帰属、
責任帰属は高いものの、非難帰属に関しては、
むしろ救助に参加しなかった同乗運転士や
宴会をした社員、そして懇親会をした車掌の
方が値が高く、非難に関しては道義的な責任
が重視されていることが分かった。それから
調査対象者の自尊感情が低い群の方が非難
や帰属の度合いが強い傾向にあった。また仮
想的有能感が高い群は過剰な因果帰属を行
う程度が高く、同乗運転士に関わる報道の重
要性をより高く見積もる傾向にあることが
わかった。自尊感情および仮想的有能感は、
有能感に関する個人差変数であり、情動状態
を直接的に反映したものではない。しかし、
間接的に、ネガティブな情動とスケープゴー
トへの非難やその変遷との関連性を示して
いるといえるであろう。ネガティブなマスコ
ミ報道とネガティブな情動は、相互に影響を
与えながら、スケープゴートを変遷していく
ということかもしれない。 
 
(3)研究方法(3)に関する結果 

 機械分析の結果次のことが示された。1）
個人レベルの記事数が事件直後多く算出さ
れたあと、大きく減少した、2）集団レベル
の記事数が大きな増減を繰り返しつつ漸減
した、3）システム、国、社会・文化に関す
る記事数は、絶対数が多くないものの、断続
的に出現していた。こうした傾向はこれまで
にも観察されてきたことであり、機械分析手
法に一定の信頼性があることが示されたと
いえる。それから第 2研究の結果、記事とし
ては、事件直後には「悲しみ・ショック」が
多く、その後「批判・非難・怒り」の表現が
多く出現していたことがわかった。また、「恐
怖や苦しみ」は、1ヶ月後、2ヶ月後、3ヶ月
後のところで多く出現しており、事件につい
て語られる際に、その内的体験の表現として
多く産出されていることがわかる。 
 
(4)研究方法(4)に関する結果 
 メッセージの効果について分析したところ、
自分自身が購入することを想定しての選好
の場合、岡山県産を選択した人が 77.7％、福
島県産を選択した人が 22.3％でありメッセ
ージの効果は見出されなかった。ただし、福
島県を直接応援するメッセージにおいて、福
島県産野菜への選好が高まる傾向が見られ
た。全体としては、福島県産の野菜に対する
選好は低く、安全性に関わるメッセージがそ
れに影響を与えるという結果は得られなか
った。また情報媒体との接触頻度の影響に関
して、新聞、TV、ネットのいずれとの接触頻
度の高さも、産地の選好に影響を及ぼしてい
るとはいえなかった。食品のリスクの受容に
影響する要因について、リスクの遍在性に関
する情報提供の効果など、今後も検討が必要
であろう。 
 以上の研究結果からマスコミの非難対象
の変遷に関するモデル（波紋モデル）につい
てのいくつかの示唆が得られた。その第１は
従来の研究結果と同じように攻撃対象が時
間経過に従って当事者から、職場の同僚、シ
ステム、管理者、行政当局、国家、社会と拡
散して行くこと。第 2に、波紋には情報内容
のネガティブさ（情動価）とともに視聴者の
情動も影響すること、第 3に記事に含まれる
情動内容が「悲しみ・ショック」から「批判・
非難・怒り」「恐怖や苦しみ」へと変化する
ことなどが明らかになったと言える。 
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